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展望

１．問題と目的
心理学研究において，アイデンティティ

（identity）は多くの研究者の関心を集める主要
な概念の１つに数えられる。アイデンティティ
は古代ギリシア時代から哲学的に検討されてき
た概念であるが，心理学研究の中で用いられる
そのほとんどは，Eriksonによるアイデンティ
ティ理論を指す（梶田，1998）。

Eriksonのアイデンティティ論が注目される
ようになった1950年代，アメリカでは，既存の
社会的枠組みでは捉え切れない，青年達の問題
行動が社会問題となっていた（村澤，2005）。こ
のような時代背景の下でErikson（1950　仁科
訳　1977─1980）は，青年達の見せる社会への
反発を，彼らが社会との距離をつかんでいく葛
藤プロセスと捉えた。そして，“これが私だ”と

いう活き活きとした現実感（a vitalizing sense 
of reality）を得る為に必要なものとして，「自己
アイデンティティ（self identity）」と「心理社
会的アイデンティティ（psychosocial identity）」
の相乗関係によってもたらされる「自我アイデ
ンティティの感覚（a sense of ego identity）」
を取り上げた。その後，Eriksonのアイデンテ
ィティ理論は，一見反社会的に感じられる青年
達の問題行動の背景にある，所属感を渇望する
苦悩をよりよく理解することを助ける見解とし
て，青年心理学の発展にも大きく貢献した（村
澤，2005）。

またErikson（1950　仁科訳　1977─1980）
は，人間の健康な発達は，乳児期から成熟期ま
での８つの各段階に特有な心理社会的危機を通
して漸成的（epigenetic）に展開されるもので
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ら，より本質的なアイデンティティ（Erikson, 1968）を抽出し得ることが再認された。最後に
これらの研究動向を踏まえ，今後のアイデンティティ研究に示唆を与えうる現象として性同一
性障害に見られる性別移行を取り上げ，彼らに着目する意義と直近の研究課題に言及した。
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あると考えた。この漸成的発達の中で，アイデ
ンティティは，第５期（青年期：12歳─18歳頃）
に得られる各段階の漸成的な統合とされてい
る。青年期に特有の心理社会的危機は，それま
での時期に頼ってきた不変性（sameness）と連
続性（continuity）のすべてが，身体の急激な成
長や生殖器の成熟等によって揺さぶられること
である。

このような危機への直面は，青年期までに確
立されずにいた葛藤を顕在化させ，自己の社会
的役割に関する新しい葛藤をも引き起こし得
る。しかし新たなアイデンティティの獲得は，

“内的な不変性と連続性を維持する各個人の能
力が他者に対する自己の意味の不変性と連続性
との合致する経験から生まれた自信（self-
e s t e e m）（E r i k s o n , 1959　 小 此 木 訳 編 
1973）”をもたらす。そしてその自信は，“たし
かな未来に向かっての有効な歩みを今自分は学
びつつあるという確信…つまり，自分が理解し
ている社会的現実にはっきりと位置づけられる
ようなパーソナリティを自分は発達させつつあ
るという確信（Erikson, 1959　小此木訳編 
1973）”に成長し，活き活きとした現実感を引
き出すものとなる。

そこで本研究では，人々のwell-beingに示唆
を与え得るものとしてEriksonのアイデンティ
ティ論に着目し，先行研究の中に見られるアイ
デンティティ概念の時代的変遷を，（a）自己ア
イデンティティ，（b）心理社会的アイデンティ
ティ，（c）自我アイデンティティの感覚という
３点から概観する。これらによってアイデンテ
ィティ研究の現状をまとめ，人々のwell-being
に資する今後の研究課題を見出すことを本研究
の目的とする。

２．自己アイデンティティに関する研究動向
アイデンティティを初めて心理学的概念とし

て体系的に提示したのは，Erikson（1950　仁
科訳　1977─1980）である。しかしEriksonは，
自身の臨床的経験知や事例的検討等によってア
イデンティティ概念を導き出した。初期のアイ
デンティティ研究に多大な影響と研究方法の指
針を与えたのは，Marcia（1966）である。

アイデンティティ研究の始まり
Marcia（1966）は，アイデンティティ確立の

達成度を測る方法として，アイデンティティ・
ステイタス法（identity status interview）を考
案した。そしてこの手法は，アイデンティティ
を捉えることに成功した研究方法として，広く
専門家に受け入れられた。アイデンティティ・
ステイタス法ではまず，半構造化面接を実施す
る。聴取内容は職業とイデオロギー（宗教，政
治）の領域におけるアイデンティティの危機体
験（crisis）及び社会的事柄への積極的関与

（commitment）の有無である。その後，面接で
得られた情報を下に，その人の各領域での心理
社会的地位を（a）達成（achievement），（b）モ
ラ ト リ ア ム（moratorium），（c） 早 期 完 了

（foreclosure），（d）拡散（diffusion）の４類型
で評定する。領域ごとの類型結果は比較検討さ
れ，それをもとに，その人の全体的な心理社会
的地位が評定される（Marcia, 1966）。

しかし次第に，アイデンティティ・ステイタ
ス法を用いた研究の中で，Marcia（1966）の４
類型のどれにもあてはまらない者の存在が見ら
れるようになった。また，研究結果として得ら
れた各類型に評定された者の割合は，その研究
の対象集団自体が持つ，年齢や性別，職業等の
属性に影響されるものとして考察された。その
結果，研究対象者の属性や研究者の仮説や考察
によって，当初の４類型はさらなる細分化を辿
ることとなった。
女性解放運動と女性のアイデンティティ　初期

のアイデンティティ研究のほとんどは，男性の
みを対象としていた。アイデンティティ理論が
男性を対象に見出されていったことはErikson
自身も課題としてあげており，1964年には，女
性のアイデンティティについて，内的空間

（inner space）説を提唱している。この内的空
間説においてErikson（1964）は，女性の肉体
構造の中には，選びし男性の子を宿すべき内的
空間（子宮）と子どもの世話をする生物・心
理・倫理的コミットが隠されていることを前提
事実として，女性のアイデンティティに言及し
た。また，その論述には，女性の知性に対する
懐疑的な態度や，女性の外性器を傷跡あるいは
穴とする表現など，男性優位な価値観からの強
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い影響が垣間見られた。そのため内的空間説
は，1970年代のアメリカ社会で大きな盛り上が
りを見せた女性解放運動から強い批判を受け
た。その後，Josselson（1973）が女子大学生を
対象にアイデンティティ・ステイタス法を行っ
たが，その視点も，男性優位な伝統的社会通念
から強く影響を受けたものであった（鑪・山
本・宮下，1984）。

しかしJosselson（1973）の結果は，女性は職
業等を通して社会的業績を勝ち得ることと，異
性との親密性獲得，子どもの養育の間に葛藤を
抱いていないことを示唆するものであった。こ
の研究から示唆された親密性や子どもの養育に
ついての観点は，「個人内領域（intrapersonal 
domain）」に焦点化されつつあったアイデンテ
ィティ研究に，「対人関係領域（interpersonal 
domain）」という新たな視点を持ち込むことに
貢献することとなった（杉村，1998）。
アイデンティティ・ステイタスと性別　従来

のアイデンティティ・ステイタス法に親密性と
いう対人関係領域の新たな基軸を加えたのが，
Hodgson & Fisher（1979）である。その結果か
らHodgson & Fisher（1979）は，大学生では
性別によってアイデンティティ・ステイタスの
主要領域が異なることを指摘した。続いて，大
学生男女の性差を検討する研究によって，青年
期女性のアイデンティティは親密性を伴って形
成される（Gilligan, 1982　岩男訳　1986）こと
や，親密な他者との関係性の中で確立されるこ
と（Halpen，1993）等が示されていった。

これらの報告を受け，女性のアイデンティテ
ィを男性に依存するもの，あるいは，男性に対
して未発達なものとする見解は徐々に下火とな
っていった。しかし一方で，アイデンティテ
ィ・ステイタス法の中で取り上げられる対人関
係の視点は，従来の評定領域であった個人領域
の基軸（職業，宗教，政治）に，対人関係領域
の基軸（親密性）を新たに加えたものに過ぎな
かった。評定領域ごとに心理社会的地位を評定
する手法自体は改良されておらず，各類型に評
定される人数の割合等が男女間で比較検討され
た。こうして見出されていったアイデンティテ
ィ・ステイタスの性差は，性別と主要な領域を
対応させる考えをもたらした。そして，男性に

とって重要なのは「個人内領域」であり女性に
とって重要なのが「対人関係領域」であるとい
う二分的な理解は，研究上の一種の前提として
まで認知されていった（杉村，1998）。

自己アイデンティティ研究の限界と課題
以上に述べてきた自己アイデンティティに関

する研究は，ほとんどが大学生を対象にアイデ
ンティティ・ステイタス法を実施している。こ
のことには，Eriksonが明示していた漸成的発
達の考えが影響していると考えられる。大学生
の時期は，“アイデンティティ確立”を解決すべ
き課題（発達主題）とする，第５期（青年期）
にあたる。つまり，大学生を対象とした研究知
見は，青年期に見られるアイデンティティの確
立に焦点づけられたものであったと理解され
る。

しかし，アイデンティティは，その確立が青
年期の発達主題であると同時に，その形成プロ
セ ス は 生 涯 に わ た っ て 続 く も の で あ る

（Erikson, 1959　小此木訳編　1973）。また，ア
イデンティティ・ステイタス法によって評定さ
れるのは，ある調査実施時点での心理社会的地
位に過ぎない。したがって，これらのアイデン
ティティ・ステイタス法を用いた自己アイデン
ティティ研究は，生涯にわたる動的なものとさ
れているアイデンティティのもうひとつの側面
を十分に捉えていないと言える（Whitbourne, 
1986）。現在では，アイデンティティ・ステイ
タス法自体の方法論的限界や課題を明快に指摘
する，谷（2001）の報告などもある。
プロセス性のある発達主題へ　アイデンティ

ティを生涯発達における動的プロセスとして捉
える研究は，中年期の危機を対象にした研究か
ら始まった。先駆けとなった研究の１つが，
Whitbourne（1986）による“アイデンティテ
ィ維持プロセス”理論である。Whitbourne

（1986）は中年期以降に人々が経験する身体面
及び認知面での能力低下をアイデンティティの
危機と捉え，危機による揺さぶりを適切に処理
するために用いられる３要素を挙げた。その３
要素とは，（a）新しい変化をそれまでのアイデ
ンティティで理解しようとする同化（identity 
assimilation），（b）アイデンティティを変化さ
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せ て 新 し い 環 境 へ の 適 応 を 試 み る 調 整
（identity accommodation），（c）同化と調節を
交互に使いながら環境とアイデンティティのバ
ランスを保つ均衡化（identity balance）であ
る。

Whitbourne（1986）の提案が画期的であっ
た第一の点は，アイデンティティが危機に陥る
契機を，青年期以外にもそのまま適用できるよ
うに再定義したことと言える。青年期アイデン
ティティの確立において，その不変性と連続性
は，身体的成長や第二次性徴等を契機に揺さぶ
られるものとされてきた。Whitbourne（1986）
はその契機を“それまでとは異なる自分への直
面”として捉えたのである。これによって，ア
イデンティティ概念を青年期以外の発達的理解
に応用することが容易になった。

第二の点は，アイデンティティ発達の要素に
環境への適応維持を盛り込み，社会との適合性
という観点を加えたことである。個と社会との
相互作用を実証的研究の中で捉えることは難し
く，心理社会的アイデンティティの観点を加味
した研究報告は多くなかった。“アイデンティ
ティ維持プロセス”理論は，この２点によって，
アイデンティティを動的に捉えるその後の研究
に大きな影響を与えたと考えられる。

Whitbourne（1986）以後，アイデンティテ
ィの危機を自らの身体的変化に直面することと
して捉える，中年期以降のアイデンティティ研
究が盛んになった。例えば青年期以降もアイデ
ンティティの危機を契機としたアイデンティテ
ィ確立が達成され得ることを見出した岡本

（1986）は，“アイデンティティのラセン式発達
モデル”を後に提示している。
アイデンティティ研究における性差の低減　ア

イデンティティ研究の関心が青年期以外の発達
期にも向けられていく中，社会的価値観は刻々
と変化し，アイデンティティ研究もその影響を
受けた。アイデンティティ研究への影響が特に
顕著だったのは，伝統的性役割価値観が薄れた
ことによる，社会的役割における性差の狭まり
である。危機の定義に第二次性徴が含まれてい
なかった中年期アイデンティティ研究ではすで
に性差の比重は小さいことが指摘されていた
が，次第に，青年期アイデンティティ研究でも

性差を支持しない見解が見られるようになった
（Puikkinen & Kokko, 2000）。我が国の大学生
を対象に質問紙調査を行い，「個としての自己」
と「関係の中にある自己」の観点からその性差
を検討した山岸（1991）も，性差を支持しない
領域の存在を明らかにしている。

研究結果として実証的に示された性差の低減
は，性別によって異なるアイデンティティ発達
図式を想定していた研究者に二分的理解の再考
を促し，社会的文脈を考慮してアイデンティテ
ィ発達を捉えることの必要性を喚起させた。さ
らにより新しい研究では，葛藤への気付きの重
要性や適切な他者の必要性等，青年期と中年期
のアイデンティティ発達に多くの共通点が見出
されている。そして，性別や年齢，職業等の各
個の特徴的属性を，各個に固有なアイデンティ
ティを解釈する際に考慮すべき背景文脈とする
考えは，青年期アイデンティティ研究に再取り
込みされるまでになっている（清水，2008）。

３�．心理社会的アイデンティティに
関する研究動向

アイデンティティ研究におけるパラダイム転換
Eriksonは，“私は私である”という個人領域

におけるアイデンティティの確信が所属する共
同体のなかで承認され，十分に機能しているこ
とを確認していく作業の中に，アイデンティテ
ィを見出した。アイデンティティは，“個人の核
心（the core of individual）と彼の共同体文化の
核心（the core of communal culture）に共通す
るアイデンティティを実際に確証する過程”と
説明される（Erikson, 1968　岩瀬訳　1973）。
これが自我アイデンティティの感覚を得るため
に必要なもう１つのアイデンティティ，つま
り，所属する集団や社会との相互作用を含む，
心理社会的アイデンティティである。

これまでのアイデンティティ研究の多くは，
内的な自己アイデンティティを取り上げてい
た。そのため，本来のアイデンティティ概念が
持つ，個と社会との相互作用（谷，2002）や，

「同一」と「差異」の中で同定確認（identify）
しようとする主体の自発的行為（溝上，2002）
は，十分に考慮されてこなかった。
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「関係性」への着目
心理社会的アイデンティティに着目する動き

はここ数十年に顕著であるが，その兆しは，
1980年代にすでに見られ始めていた。それが，
アイデンティティを「関係性」の視点から捉え
る研究である。アイデンティティに「関係性」
の視点を取り入れた研究の創成期を代表する見
解として，Frantz & White（1985）による“発
達の複線モデル（two-path model）”がよく挙げ
られている。ここでの経路は，「個体化の経路

（individuation pathway）」と「愛着の経路
（attachment pathway）」の２つで，同等の価値
を持ちながら相互に促進し合う，不可分なもの
とされている。

このモデルは，Erikson（1950　仁科訳　
1977，1980）によって提案された８つの発達段
階すべてに適用される点でも，青年期のアイデ
ンティティ確立に焦点付けられてきた従来のア
イデンティティ研究と一線を画すものと考えら
れる。アイデンティティを「個」と「関係性」
の ２軸 で 捉 え る 研 究 に は， 他 に も， 岡 本

（1997）などがあり，宗田・岡本（2005）は，
「個」のアイデンティティと「関係性」のアイデ
ンティティ，それぞれの尺度を作成している。

また，これとは若干異なる視点で「関係性」を
捉える研究もある。Archer（1993）やJosselson

（1994）は，アイデンティティを複合的かつ動
的に変化するものと捉え，アイデンティティそ
のものが他者との相互関係の間で発達するとい
う見解を示した。本邦では杉村（1998）が同様
の視点から，アイデンティティ形成を以下の様
に定義している。アイデンティティ形成とは，

“自己の視点に気付き，他者の視点を内在化し
ながら，そこで生じた自己と他者の視点との間
の食い違いを相互調整によって解決する作業”
である。杉村（1998）の定義には，主体と他者
の双方の行為とその相互作用が含まれており，
アイデンティティの心理社会的側面をよりよく
捉えるものと考えられる。

「関係性」に着目した研究の限界と課題
アイデンティティ研究の中に「関係性」の視

点が盛り込まれることで，アイデンティティを
動的なものとして取り扱う研究が報告されるよ

うになった。その流れの中で，“男性は個人内領
域，女性は対人関係領域”という，二分的なア
イデンティティの理解についても，再考されつ
つある。しかし，「関係性」に着目した研究のほ
とんどが女性のみを対象に行われていること
は，特筆に値する（例えば，清水（2001），杉
村（1998））。男女の性別を研究対象者の統制条
件とすることは，アイデンティティをより精緻
に定義し，実証的な研究成果を得るための手続
きとして理解される。しかし，男性を対象にし
た研究や男女を比較検討する報告が少ないため
に，「関係性」の視点が盛り込まれたアイデンテ
ィティは女性のみを説明するものではないかと
いう批判には耐え難い。これは，「関係性」に着
目したこれまでのアイデンティティ研究から示
唆される大きな課題と言える。

また，研究の中で取り上げられている「関係
性」が，母子の愛着関係や身近な他者等のより
密接な他者との間にある関係性を指すことにも
留意を要する。Erikson（1968　岩瀬訳　1973）
によれば，心理社会的アイデンティティの獲得
には，自らが所属している共同体の中で“価値
ある者”からの是認が不可欠なものとなる。各
個は価値ある者からの是認を共同体からの是認
として受け取り，その共同体への帰属感を抱
く。こうして，社会的現実の中に自らが位置づ
けられていることへの確信が，活き活きとした
現実感をもたらす（溝上，2002）。したがって，
心理社会的アイデンティティを捉えるために
は，共同体の中で価値ある者からの是認や共同
体への帰属感も考慮に入れなければならないだ
ろう。

４�．自我アイデンティティの感覚を
捉えるための試み

Eriksonは，過去20年間の論文をまとめた
『identity: Youth and Crisis（1968）』において，
多分野・他領域への汎用化によってアイデンテ
ィティ概念の本質が見失われ始めていることに
強い警鐘を鳴らしている。それは，アイデンテ
ィティが“私とは誰か”という問いと同一視さ
れていることへの苛立ちとして表現されてい
る。より本質的なアイデンティティとは，お互
いを否定し合っていた選択力のある二者（ある
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いは集団）がお互いを連結させ活性化させ合う
ことによって生じる内的解放を伴う現象であ
る。例えば，人種的差別によって文化を剥奪さ
れたアフリカ系アメリカ人が，驚くべき威厳と
不屈の精神を持って黒人として自己確信を持
ち，かつまたアメリカ人としても統合される現
象である。人はこのような内的・外的葛藤を乗
り切り，危機を克服するたびに，熱意の伴う活
き 活 き と し た エ ネ ル ギ ー の 増 大 を 得 る

（Erikson, 1968　岩瀬訳　1973）。つまり，本質
的アイデンティティとは，心理社会的危機への
直面とそれにまつわる内的・外的葛藤を経て，
社会的現実の中に自分の存在を主体的に位置づ
けていくことで得られるものと理解される。

アイデンティティ研究の手法上の
限界と新たな展開

Marcia（1966）から始まったアイデンティテ
ィ研究は，今も，Eriksonによって提案された
臨床性の高い動的なアイデンティティをよりよ
く捉えようとする試みの中にある。研究者達
は，様々な切り口からアイデンティティの操作
的定義を設け，研究方法を試行錯誤してきた。
これらの研究知見の積み重ねによって，より実
証性の高い研究の中でアイデンティティが取り
扱われるようになったと言える。しかし，現在
のアイデンティティ研究においても，Erikson

（1968　岩瀬訳　1973）の言う本質的アイデン
ティティは十分に捉えられていないように感じ
られる。
アイデンティティ概念の捉え難さ　研究上で

自我アイデンティティの感覚を取り扱うことの
難しさは，それが多義的・複合的な意味を含有
することも一因と考えられる。しかし，このよ
うな概念的定義の難しさは，心理学研究上で扱
われているその他の概念も同様に持つものと言
える。よりアイデンティティ概念に特有の難し
さについては，アイデンティティについて説明
するErikson（1968　岩瀬訳　1973）の言葉が
示唆に富む。

第一に，アイデンティティ形成の過程は“そ
のほとんどが無意識的な過程”である。Erikson
によれば，人が最も強くアイデンティティを意
識するのは，人生の危機的時期にまさに入ろう

としているとき（アイデンティティの混乱に突
入しつつあることに気付くとき）である。突入
後のアイデンティティ形成の過渡期には，巨大
な課題を目の前に，選択と意思決定を迫られて
いるように感じられる。その切迫した緊張感が
アイデンティティの形成過程であったことは，
その体験を越えてしばらく経った後に気付かれ
る。そして，活き活きとした現実感を伴う最善
のアイデンティティの感覚は，心理社会的な安
寧として体験される。つまり，アイデンティテ
ィに意識を向ける必要もない程，極めて安定し
た状態に至るのである。このような無意識的な
過程を研究上で取り上げることは，難しいと言
わざるを得ない。

第二に，アイデンティティは現実的社会の中
で自己の存在という“錨をおろす”ものである。
個人の人生におけるアイデンティティの危機と
多世代にわたる歴史的発達は，切り離すことが
できない。同様に，個人の人格的成長と共同体
の変化とを切り離すこともできない。心理的な
もの（個人）と社会的なもの（共同体）は，互
いに他方を定義し合う相互関連的なものであ
る。これらの相互作用にとって元型としての重
要性を持つものが，アイデンティティと言え
る。しかし，変化や相互作用性を概念定義に包
含することは容易ではない。
本質的アイデンティティを捉えるための研究
方法　Eriksonによるこれらの指摘を鑑みる
と，本質的アイデンティティについて知見を得
るために，２つの方法が考え出される。１つは，
アイデンティティについて十分に理解する者
が，アイデンティティの形成過程にある者の主
観的体験を，丹念かつ綿密に洞察し解釈する方
法である。もう１つは，心理社会的危機を経て
本質的なアイデンティティの感覚を得た者から
主観的体験を聴取する方法である。ただしこの
場合，体験の聴取は，その体験からしばらくの
期間を経た後に行われる必要がある。

前者の方法は，Eriksonの言う“洗練された
精神分析学”と同義である。しかし実施するた
めには，研究者の高い専門性が求められる。ま
た，その専門性の評価基準の信頼性自体が新た
な課題となるため，実現は極めて困難と言え
る。一方後者は，社会的文脈の視点をもって行
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われた臨床性の高い心理学研究として理解され
る。従来の精神分析学の課題として，“環境”を
内的現実としてのみ捉えてきたために個と環境
との相互作用について捉える視点に欠けること
を挙げた，Eriksonの指摘にも適う。研究とし
ての実現性も，ある程度見込めるだろう。

５．着目すべき新たな集団
Erikson（Erikson, 1968　岩瀬訳　1973）に

よれば，本質的なアイデンティティを知るため
には，３つの特徴を合わせ持つ者（集団）への
着目が有用である。それは，価値体系の矛盾に
よって避け難い心理社会的葛藤を抱いているこ
と，健康的な活力を持っていること，自らの意
志によって選んだものに深くコミットしそれに
従っていることの３つである。

質的な臨床心理学研究の中に認められる
本質的アイデンティティの獲得過程

これまでに述べてきたように，アイデンティ
ティ研究において，本質的アイデンティティを
捉える研究は，十分でない。しかし一方で，葛
藤や人生の転機に差し当たった人々の社会適
応・社会復帰プロセスに焦点をあてた質的な臨
床心理学研究の中には，そのプロセスをアイデ
ンティティに意味づけて考察するものが見られ
る（永田・岡本，2005，2008）。例えば，ボリ
ビアから日本へ移住した日系労働者の文化的ア
イデンティティが日本への移住によって“日系
人アイデンティティ”から“ボリビア人アイデ
ンティティ”と変容していくプロセス（辻本，
1998）や，がん手術から社会復帰までに自分と
がんとの関係を見定めて新たな自分へと変化し
ていくプロセス（浅野・佐藤，2003）が挙げら
れる。
性別移行とアイデンティティ　また，特定集

団に認められる特徴的な心理社会的困難に焦点
を当て，その現象の中に見られるアイデンティ
ティの形成過程を検討する研究も，わずかなが
ら見られる。例えば西野（2008aなど）は，自
らの身体的性別の特徴やそれに基づいて担うこ
とが期待される社会的性役割に違和感を抱く当
事者（現在の精神医学では，性同一性障害

（gender identity disorder）と診断される者）の

性別移行を心理社会的葛藤の解決過程と考え，
主観的な性別移行体験の過程を質的に検討して
いる。そして，当事者のwell-beingを実現させ
る性別移行の特徴として，（a）苦悩に耐えて生
きていた性別移行前の自分と未来展望のある現
在の自分との間に時間的一貫性・連続性が感じ
られていること，（b）周囲の他者が持っている
自らに対する性別の認識を身体的性別に即した
ものから性自認に沿ったものに変化させる手段
として，カミングアウトの積極的意義を認めて
いること，（c）主体的な社会適応が再構築され
ていること，（d）性別二元論では捉え切れない
独自性のある自らのあり様に誇りが抱かれてい
ること等を挙げている。これらは，Eriksonが
指摘しているアイデンティティの特徴に酷似し
ている。性同一性障害に見られる性別移行は，

“これが私だ”という活き活きとした現実感の
伴う本質的アイデンティティの探求に有意義な
示唆を与え得る１つの現象として，着目の価値
があろう（佐々木，2011；西野，2012a, b）。

しかし，性同一性障害への臨床研究で頻繁に
用いられている概念には，性別違和を抱く当事
者への臨床研究から創出されたジェンダー・ア
イデンティティ（gender identity）がある。
Erikson（1968　岩瀬訳　1973）によれば，“～
のアイデンティティ”や“～的アイデンティテ
ィ”などの概念は，そのとき自分が研究してい
る測定可能な概念にアイデンティティのある一
面をあてはめて自分の研究の独自性を明確にし
ようとする，“アメリカ的大衆用心理学の愛玩
テーマ”に過ぎない。しかしながら，ジェンダ
ー・アイデンティティは，性同一性障害当事者
の抱く心理的苦痛を説明する中核的概念の１つ
であり，安易に切り捨てることはできない。そ
こで，アイデンティティ研究の観点から性別移
行プロセスに着目するためにはまず，ジェンダ
ー・アイデンティティとアイデンティティの異
同について検討する必要がある。

ジェンダー・アイデンティティとは
ジェンダー・アイデンティティの操作的定義　

ジェンダー・アイデンティティとは一般に，男
性あるいは女性としての自己のあり様に対する
確信のことを指す。研究論文の中で用いられる
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ジェンダー・アイデンティティは，身体的性別
と心理的性別の同一性を扱うものと，社会に求
められる性役割と個との葛藤を取り扱うものに
大別される（伊藤，2001）。前者は，生物学的
性が正常型であるにもかかわらず自分の性別を
生物学的性とは反対の性と認識する性転換症

（現在の性同一性障害）の子ども達の臨床研究
（Stol ler , 1964） の な か で 用 い ら れ たcore 
gender identity（中核的性同一性）に由来する
概念で，自らの性別に関する基本的認識のこと
を指す（澤田，2001）。一方後者は，男女のど
ちらかに規定できない身体的特徴を持って出生
した者（インターセックス）の臨床から導き出
された概念で，“男性あるいは女性，あるいはそ
のどちらにも規定されないものとしての個性の
統一性，一貫性，持続性（Money, 1985）”を指
す。
性同一性障害臨床におけるジェンダー・アイデ
ンティティと心理社会的困難　医学的臨床研究
におけるジェンダー・アイデンティティ概念
は，性同一性障害への医学的・心理的援助介入
とともに発展されていった。現在は，身体的性
別に基づかない性別に関する自己の認識（性自
認）として用いられ，身体的性別と性自認との
間にある不一致が性同一性障害の臨床的特徴と
して指摘されている（澤田，2001）。

1960年代まで性同一性障害に対する医学的
治療は，精神医学分野に限られており，身体的
性別と合致しない性自認を不適切なものとし，
それを身体的性別に一致させるための治療が行
われてきた（針間，2010）。最新の見解では，身
体 的 性 別 を“the other gender （or some 
alternat ive gender di f ferent from one ’s 
assigned gender）（出生時に指定された性別と
は反対もしくは異なる新たな性別）”に近づけ
ることを目的に身体的治療を行うことが支持さ
れている（America Psychiatry Association, 
2011）。時代によって，その捉え方は異なるが，
いずれも，身体的性別と性自認を一致の方向に
近づけていく治療と言える（西野，2011）。

現在までに，医学的介入によって身体的性別
移行を実現した性同一性障害当事者を対象にし
た，身体的治療の実証的効果研究がいくつか報
告されている（Udeze, Abdelmawla, Khoosal, & 

Terry, 2008）。しかし研究結果は，身体的性別
移行が必ずしも当事者の社会的適応やメンタル
ヘルスの向上に寄与しないことを示唆するもの
であった。我が国でも，ジェンダー・アイデン
ティティの高さだけではメンタルヘルスの良好
さを正確には予測できない実態が，言及されて
いる（佐々木，2011）。

その理由として指摘されるのが，社会的偏見
や差別等の社会的スティグマである（西野，
2012a, b）。性同一性障害の持つ性別のあり方
は，社会に既存の性別二元論では捉え切れな
い。安定した社会文化的文脈のなかでは，社会
的に構築された“望ましいあり方”が社会全体
の合意のもとに受け入れられ，ひとつの価値観
を形作る（大西，2002）。一様でない個々の性
別のあり方と画一化を求める社会との間に生じ
る軋轢は，ときに，偏見や差別を生む。身体的
性別移行等の外見的変化を伴う身体的治療は，
性同一性障害であることを否応なしに他者に察
知させるリスクを孕む（日本精神神経学会性同
一性障害に関する委員会，2006）。こうして，身
体的性別移行によって心理社会的困難が高めら
れるという事態が生じる（西野，2011）。

ジェンダー・アイデンティティと
アイデンティティの異同

以上のことからわかるように，性同一性障害
で用いられているジェンダー・アイデンティテ
ィは，彼らの性別違和を捉える医学的説明概念
としての意味合いを強く持っている。性自認と
身体的性別の一致（同一性）は，心理社会的発
達の観点から用いられているアイデンティティ
概念と，その出自からして全く異なる。アイデ
ンティティの獲得が心理社会的安寧の感覚を導
くのに対し，身体的性別移行によるジェンダ
ー・アイデンティティの獲得が心理社会的困難
を高め得る事実も，この概念的相違によるもの
と考えられる。

性同一性障害に関する研究の中には，ジェン
ダー・アイデンティティとアイデンティティを
区別するものがある。15名のFemale to Male

（FTM）を対象に性別移行を切り口とした半構
造化面接を行った西野（2008a, b）によれば，
性別移行の前段階において，性同一性障害の中
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心的課題は，ジェンダー・アイデンティティの
不一致にまつわる。そして，性別移行の初歩と
してもっともよく挙げられるカミングアウトに
おいて，FTMは社会に既存の価値観（ここで
は，性別二元論）に自身を照らし，男女に区分
されない奇異で特殊な存在として偏見や差別を
受けることに恐れや危惧を抱く。一方で，家族
や友人などの他者からの受容を得た者の語る性
別移行体験からは，性別を超えた“ありのまま
の自分としてのアイデンティティ形成プロセ
ス”が見出されている。

性同一性障害の性別移行の中にアイデンティ
ティ形成プロセスを見い出した西野（2008a, b）
の 見 解 を 実 証 的 に 検 討 し た 研 究 に， 西 野

（2011）がある。西野（2011）はFTMの性別
移行体験の語りから抽出された社会適応形態の
変化に関する動的理論として，３期からなる

“社会適応再構築プロセス”を提示している。そ
のプロセスの第３期においてFTMは，個と社
会との葛藤を主体的に引き受け，過去から現
在，未来へと一貫した“その人なりのよりよい
人生のあり方”を獲得する。また，Male to 
Female（MTF）を対象とした半構造化面接に
よって得られた主観的な性別移行体験からは，

“アイデンティティ再構築プロセス”が抽出さ
れている（西野，2012a, b）。

FTM及びMTFの主観的な性別移行体験を
素材としたこれら一連の質的研究の成果は，性
同一性障害の性別移行が，性別二元論という既
存の価値体系から抜け出すための闘いとも言う
べき内的・社会的葛藤を伴うことを示唆してい
る。“ありのままの自分でありたい”という実存
的渇望は，性別移行によって直面することとな
る心理社会的危機を乗り切るための原動力とな
り，闘いの中で行われる決断や意志決定は，独
自の“自分らしさ”に対する誇りを導く（西野，
2012a, b）。

これらのことから，性同一性障害の性別移行
には，後に独自のアイデンティティの形成過程
として振り返られる主観的体験と，それを通し
て得られる活き活きとしたエネルギーの増大が
伴うと考えられる。一方，ジェンダー・アイデ
ンティティで説明されるのは，性別違和による
心理的苦痛と，必ずしもwell-beingにつながら

ない性自認と身体的性別の一致状態と考えられ
る。両概念の質的相違は明らかと言えよう。

６�．本質的アイデンティティを
捉えるための今後の研究

概念が拡大解釈されつつあったアイデンティ
ティの問題について改めて述べ直すため，
Erikson（1968　岩瀬訳　1973）は，アイデン
ティティは“獲得”というよりはむしろ，“回復
すべきもの”であることを述べた。その例とし
て，熾烈な人種差別をくぐり抜けてきた黒人作
家達の陳述を，“放棄されたアイデンティティ”
を再獲得するための闘いとして解釈している。
Eriksonは彼らの表現活動の中に，“表面的には
あまりにもはっきりと眼にみえるもの，つまり
皮膚の色によって特徴づけられた人間としてで
はなく，むしろ，選択力を持った個人

4 4 4 4 4 4 4 4 4

として1），
聞いてほしいし，見てほしいし，また認めてほし
い，対面してほしいという，きわめて積極的で
強力な要求（Erikson, 1968　岩瀬訳  1973, 
pp.421）”を見出している。

アイデンティティ概念の時代的変遷に着目し
た本研究では，Eriksonのアイデンティティ概
念に迫ろうとする研究動向を，（a）自己アイデ
ンティティ，（b）心理社会的アイデンティテ
ィ，（c）自我アイデンティティの感覚の３つの
観点から概観した。その結果，これまでのアイ
デンティティ研究では，心理的危機に直面した
際の主体的な模索と意志決定に基づく，“今も
生きている過去の現実性と前途有望な未来の現
実性とを連結されるもの”としての，自我アイ
デンティティの感覚を十分には捉えていないこ
とがわかった。しかし，社会適応や社会復帰に
着目した臨床心理学研究の中には，自我アイデ
ンティティの感覚と捉え得る研究報告があっ
た。

さらに本研究では，本質的アイデンティティ
について論考を試みている研究報告として，性
同一性障害の性別移行に着目した質的研究（西
野，2008a, b, 2011）を取り上げた。Eriksonに
よって言及されている“これが私だ”という活
き活きとした現実感は，広く各個の心理社会的
well-beingを捉えるものと考えられる。そのた
め，性同一性障害の性別移行という社会的現実
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から示唆されている本質的アイデンティティ
は，性同一性障害を有する者を限定的に説明す
るものではないと予測される。しかし，質的研
究によって得られた知見は，より実証性の高い
研究による補完作業によって活かされるもので
あり，その概念的汎用性及び応用可能性につい
て断言するのは，やや時期尚早と言える。

アイデンティティは各個に特有な主観的感覚
であり，それ自体を実証的研究の中で取り扱う
ことは容易ではない。しかし，自我アイデンテ
ィティの感覚の構成要素を見い出し，それを尺
度測定することは不可能ではない。そのために
はまず，性同一性障害の性別移行に見られる現
象をアイデンティティの観点から整理し，より
包括的・本質的アイデンティティとそれに伴う
内的体験の抽出を試みる必要がある。したがっ
て，性同一性障害の性別移行の中にすでに見出
されているアイデンティティ再構築に関する研
究知見を整理し，その概念的妥当性の検証作業
等を通して概念の精緻化を図ることが，直近の
研究課題として挙げられよう。
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【Abstract】
The identity is one of the main concepts studied in psychology now. Erikson suggested that 

in order to feel “a vitalizing sense of reality”, the three components of identity （i.e. “self 
identity”, “psychosocial identity” and “a sense of ego identity”） must be present. However, 
there is a dearth of studies capturing the essential meanings of identity. The present study 
reviews the conceptual change of identity starting with the works of E. Erikson and clarifies 
the results and issues of identity studies. The result showed the knowledge about “a sense of 
ego identity” is lacking. On the other hand, attempts to describe the acquisition process of “a 
sense of ego identity” in people with illnesses or social difficulties were found. The results 
suggested that there is a possibility of enhancing knowledge regarding the fundamentals of 
identity through studies of people facing psychosocial crisis and fighting for identity 
reacquisition. Future identity studies may benefit from the gender transition process in 
gender identity disorder as a theme.
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